
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
 
嗜銀顆粒性認知症は、前頭側頭型認知症の類縁疾患です。脳神経細胞に

「嗜銀顆粒」と呼ばれる物質が蓄積することで起こります。 

高齢者の約５-９％、１００歳以上の実に３１.３％が、脳に嗜銀顆粒の

蓄積がみられるとの報告があります。 

その進行はアルツハイマー型認知症に比べて穏やかであり、軽度認知

障害の状態にとどまり、完全な認知症へと進行しない場合もあります。 

嗜銀顆粒性認知症の患者さんは、頑固さ、易怒性、易興奮性、焦燥感、

被害妄想、抑うつ、暴力行為、脱抑制などの性格変化や情動障害が

見られます。そして、これらの性格変化は患者さんの日常生活に大きな

影響を与え、特に介護への抵抗が、介護の難しさを増加させる要因と

なります。 

 

診療時間 

内科・循環器内科・リハビリテーション科 

〒500-8322 岐阜県岐阜市香取町 3-48  TEL：058-251-4452 

 

http://www.moriiin.com/ 

院長のブログ 
http://blog.livedoor.jp/moriiin5656/ 

ケータイ版はこちら→ 

 

 


